
- Referee Development Partner -

GOLD BRONZE

13
No.

第2回ユース審判員トレセンを開催しました
6月24日(日)に岡山スポーツフィールドにおいて、第2回ユース審判員トレセンを開催しました。当日は

女子ユース審判員3名が小学生年代のサテライトリーグを担当。主審と副審を3人でローテーションしながら
経験を積みました。アイコンタクトを取りながら正しい判定を行うことを心がけ、審判チームで協力しなが
ら試合をコントロールしていくことの重要性を学んでくれたのではないかと考えております。今回、試合を
快くご提供くださった関係者の皆様に感謝を申し上げます。

初めて自分のチーム以外での主審で緊張しましたが楽しくできたの
で良かったです。今回、主審をやって主審と副審のアイコンタクト
の重要さ、予測の難しさを学びました。これから高校生の試合も主
審をやっていこうと思っています。なのでファウルの部分も正しく
判定できるよう色々な試合を見たり、審判の動きを見て勉強します。
もっと沢山の経験を積み、次インストラクターの皆さんに会った時
に成長したなと思ってもらえるようなパフォーマンスをできるよう
トレーニングしていきたいです。(M.A)

審判トレセンに参加させていただいて、今まであまり審判をやる
機会がなかったので最初はどうすればいいのかわからないことだ
らけだったのですが、皆さんが優しく教えてくださったので試合
数を重ねるにつれてできるようになっていくことができました！
私はこの人なら審判を任せたいなと思ってもらえるような審判に
なりたいので、またこのような機会があれば参加させていただき
たいです！これからたくさん参加して3級審判員になれるように
頑張りたいです！(R.K)

今回は小学生の審判だったので、ボールがどこに飛んでくるか、
どこにいるとプレーの邪魔にならないか、審判として選手への接し
方や主審と副審のコミュニケーションの取り方はどのようにするか、
などたくさん学ぶことができました。ありがとうございました！
(M.0)

↑武部建設(株)武部豊樹様に激励をいただきました

今回は4種大会をお借りして実技の研修会を開催しました。
川合委員長より試合前に主審と副審の協力の必要性について教わったことにより随所
でアイコンタクトをしようと努力している様子が見られて吸収の速さに感動しました。
今後も活動を継続し審判の面白さ、難しさ、楽しさ等いろんな感情を知ってもらえた
らと思います。
最後になりますが、快くこの場を提供していただいた運営の皆様、この活動にご理解
を頂いた各チーム指導者の皆様、そして活動を見守り暖かく送り出していただいた保
護者の皆様にお礼申し上げます。

長浜インストラクターより


